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研究代表者らは、ナノグラファイト、ナノグラフェンの研究において優れた成果を上げており、

その成果に基づき、本研究では４つの研究目的として（１）一枚のナノグラフェンの局所状態電

子状態の解明、（２）ナノスコピック磁性の外圧による制御、（３）化学修飾による端状態の解明、

（４）電子線リソグラフィーによる細線の作成と伝導現象の解明を行うこととしている。 
（１）に関するナノグラフェンの幾何構造と電子状態の関係については、明確に STM 解析によ

り示しており、特に高く評価できる。（２）、（３）は概ね達成され、（４）はまだ研究途上である。

 このように各テーマを見ると、まだこれからの部分もあるが、研究目的の達成度に関しては、

十分期待どおりに達成されており、一部研究途上のものも今後に期待ができると考えられる。従

って、これらの成果は、極めて高く評価できる。 
 
 
 
 
 
 


